死刑制度の是非について

はじめに・・・
　　世界的に死刑制度を廃止する情勢の中で日本では未だに死刑制度が残っている。そもそも先進国と呼ばれている国で死刑制度が残っている国は日本と米国くらいなものだ。なぜそこまで死刑制度を存置する必要があるのだろうか。
　日本に死刑制度がまだあるということは当然メリットがあるのだろうし、逆に世界的に廃止する傾向にあるということはそれ相応のデメリットがあるだろう。日本のこれからを背負っていく若者はどのような考えを持っているのか、また死刑制度はこのままあるべきなのか、廃止すべきなのかというのをアンケートをもとに見ていきたい。　
結果・・・
　

上記のグラフ①から、何があっても人は殺してはいけない。と考える人が過半数を占めているのが見て取れる。これは人として当然思うことであるだろうから②のグラフを見てさらに深く考えていこう。
　
　　②のグラフは死刑制度の存廃を問うたグラフである。ここで①で何があっても人は殺してはいけないと答えていた人のなかにも、死刑はあり続けるべきだと答えている人がいるのに注目したい。つまり法のもとに人を殺すことは「殺人」ではないということなのだろうか。最後に③のグラフで命の尊さについてのアンケートを見てみる。
　
　　③のグラフを見ればほとんどの人が命は代えがたい尊いものだと考えていることがわかる。きっと死刑があり続けるべきだと答えた人の多くは、「死刑があればそれを恐れて殺人が減るだろう」と死刑を実際行うものとしてでなく、あくまで犯罪に対する一種の脅しのような形でとらえているのだと考えることができる。
考察・・・
　　まず今回のアンケートで分かった死刑制度の最大のメリットと考えられることは、「事件発生の抑制」が大半を占めているようだ。しかし日本で死刑が行われている現状を知っているだろうか。今でも日本では、年に数人は死刑を執行されている。これはメディアに流れることはほとんどない。日本は死刑に対して秘密主義をとっており公表することはできないからである。死刑が執行されていながら公表されないのでは、多くの人が考える「事件発生の抑制」にはあまりつながらないのではないだろうか。
　逆にデメリットのほうがはっきりと見えてきた。死刑制度否定派の意見で多かったのは、「生きて償うべきだ」という意見や「法の下で人を殺すことは正義なのか」といった意見だった。そして重要なのは冤罪の問題だ。最近も冤罪で無罪放免になった方が大々的に取り上げられていた。冤罪の問題がある限り死刑制度は肯定すべきでないと考える人が多かった。
　以上から、死刑制度は廃止すべきだという意見のほうが今回のアンケートでは説得力をもつように思われる。
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